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飯
山
市
議
会
６
月
定
例
会
最
終
日
の
６
月

21
日
、
議
会
閉
会
あ
い
さ
つ
の
な
か
で
足
立
市

長
は
、
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
向
け
て
、
圏
域

に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
う
べ
く
、
定
住

自
立
圏
構
想
の
中
心
市
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

定
住
自
立
圏
構
想
と
は

　

全
国
的
な
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
が
見
込
ま
れ
る
現
状
で
、

都
市
部
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
経

済
や
活
力
が
減
退
し
て
い
く
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
も
、

市
町
村
が
そ
の
枠
組
み
を
超
え
連

携
す
る
こ
と
で
、
圏
域
全
体
の
将

来
像
を
見
据
え
、
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

定
住
自
立
圏
構
想
と
は
、
圏
域

の
市
町
村
が
連
携
・
協
力
す
る
こ

と
で
、
住
民
生
活
に
必
要
な
生
活

機
能
を
確
保
し
、
圏
域
の
一
体
的

発
展
と
定
住
人
口
の
促
進
を
図
る

た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

中
心
市
宣
言

　

定
住
自
立
圏
構
想
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
、
人
口
な
ど
一
定
の

条
件
を
満
た
す
市
が
圏
域
に
お
い

て
中
心
的
な
役
割
を
担
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

飯
山
市
は
中
野
市
と
と
も
に
、

２
つ
の
市
を
あ
わ
せ
て
１
つ
の
市

と
み
な
す
「
複
眼
型
中
心
市
」
と

し
て
、
中
野
市
と
と
も
に
中
心
市

宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

連
携
す
る
市
町
村

　

北
信
地
域
の
６
市
町
村
（
中
野

市
、飯
山
市
、山
ノ
内
町
、木
島
平
村
、

野
沢
温
泉
村
、
栄
村
）
で
、
圏
域

形
成
に
向
け
て
の
具
体
的
な
協
議

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
↑

飯山市

山ノ内町

木島平村

栄村

中野市

新幹線飯山駅

野沢温泉村

定住自立圏構想で連携予定の 6 市町村

中
心
市
宣
言

（
飯
山
市･

中
野
市
）

定
住
自
立
圏
形
成

協
定
の
締
結

（
中
心
市
と
各
町
村
）

定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

連
携
事
業
の
実
施

定
住
自
立
圏
構
想
の

流
れ
（
飯
山
市
）

圏域の市町村が連携する定住自立圏構想始動

中野市とともに「中心市宣言」　中野市と飯山市は、長野県の北部に位置し、市内を千
曲川が流れ、東方には、上信越高原国立公園志賀高原が
望まれ、西方に北信五岳が一望できる景勝に恵まれた、「日
本のふるさと」といえる原風景が広がる自然豊かなまち
です。気候は四季折々変化に富み、内陸性気候の特色を
持つ夏季は暑く、冬季は日本海側からの季節風が大雪を
もたらします。
　中野市は、作曲家の中山晋平、国文学者の高野辰之を
輩出し、土人形の里として知られる文化の香る田園都市
です。基幹産業の農業においては、きのこや果樹栽培が
全国でも有数の品質と生産量を誇っています。また、上
信越自動車道の二つのインターチェンジは、北信州の玄
関口として交通の要衝となっています。
　飯山市は、名僧正受老人の正受庵をはじめとする寺社
が建ち並ぶ、江戸時代から続く寺町文化の城下町です。
産業は伝統工芸の飯山仏壇、内山紙が有名で農業も盛ん
です。また、平成 27 年春には北陸新幹線飯山駅の開業を
控えており、観光振興をはじめ様々な観点から大きな期
待が寄せられています。
　山ノ内町、木島平村、野沢温泉村、栄村においても農
業や商工業はもとより、歴史・文化資産、ウィンタースポー
ツの基地や温泉など観光資源を有しており、域内におい
て互いにその恩恵を享受してきました。
　しかしながら、我が国の総人口は、今後、急速に減少
することが見込まれており、三大都市圏はもとより、と
りわけ地方圏においては、大幅な人口減少と少子高齢化
の進展により、経済活動の縮小や地域活力の減退が進む
ことが懸念されています。こうした中、医療や福祉をは
じめ、住民が生活していく上で必要な都市機能を、市町
村が単独で整備することは極めて困難であります。
　このような状況を踏まえ地域の将来を見据えた場合、
都市機能の集約とネットワーク化の考え方に基づき、圏
域市町村が相互に連携・協力をして、生活に必要な機能
を圏域全体で確保することにより、圏域の一体的な発展
と定住人口の促進を図ることが求められます。
　中野市と飯山市は、北信圏域の中心市として、誰もが
安心して住み続ける、住んでよかったと思える地域とす
るため、市町村の枠にとらわれず北信圏域全体を見据え、
各般にわたり連携するとともに、地域の実情に応じた自
主的・自立的な取り組みを進めていくことのマネジメン
トを担い、理想と信念をもって邁進していくことを決意
し、その意思をここに宣言いたします。

　　平成２４年６月
中野市長　小田切治世　　
飯山市長　足 立 正 則　　

中心市宣言（全文） 今
後
の
取
り
組
み

　

今
後
、
中
心
市
と
周
辺
市
町

村
で
連
携
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
、
各
市
町
村
議
会

で
の
議
決
を
経
て
、「
定
住
自
立

圏
形
成
協
定
」
を
中
心
市
と
周
辺

市
町
村
の
間
で
締
結
し
ま
す
。

　

協
定
締
結
後
、
圏
域
の
将
来

像
や
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

を
示
し
た
「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
連
携
事
業

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。

【定住自立圏の形成】
中心市と周辺町村が生活実態や将来像を勘案し、協定を
結ぶことにより「定住自立圏」を形成します。

中 心 市 周辺町村【定住自立圏形成協定】

都市機能
総合病院など

観光資源
農業など

連携・協力・役割分担

【定住自立圏共生ビジョン策定】
地域医療体制
の充実など

公共交通サービ
スの整備などHospital Public traffi  c SightseeingAgricultureAgricultureAgriculture

足
立
市
長
が
中
心
市
宣
言
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４
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６
月
４
日
に
招
集
さ
れ
た
飯

山
市
議
会
６
月
定
例
会
は
18
日

間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
、

上
程
し
た
24
議
案
は
す
べ
て
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
平
成
24
年
度
補
正
予
算
案
】

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
額

は
、
７
７
３
１
万
円
増
額
と
な

り
、
24
年
度
の
予
算
総
額
は

１
３
５
億
５
０
０
６
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
特
別
会

計
で
は
２
０
６
８
万
円
の
増
額

補
正
を
し
て
い
ま
す
。
主
な
内

容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

▽
議
事
堂
整
備
事
業（
４
５
０
万

円
）…
「
一
問
一
答
」
方
式
採
用

に
向
け
た
議
場
の
マ
イ
ク
等
整

備▽「
１
階
の
窓
口
改
善
」整
備
事

業
（
７
２
０
万
円
）
…
窓
口
改

善
整
備
等

▽
公
共
交
通
運
行
事
業（
６
３
３

万
円
）…
分
道
災
害
に
よ
る
バ

ス
委
託
料
の
増
額
、
新
駅
に
係

る
可
能
性
調
査

▽
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
調
査

事
業
（
１
０
０
万
円
）
…
小
須

力
発
電
機
の
製
作
お
よ
び
活
用

基
礎
調
査
委
託

▽
消
費
者
問
題
対
策
事
業

（
30
万
円
）
…
消
費
者
庁
か
ら

の
放
射
性
物
質
測
定
機
器
無
償

貸
与
に
伴
う
検
査
実
施
費
用

▽
交
付
金
道
路
新
設
・
改
良
事

業
（
４
６
７
万
円
）
…
柳
原
上

新
田
地
区
に
お
け
る
地
中
熱
利

用
無
散
水
融
雪
施
設
の
た
め
の

測
量
設
計
委
託

【
条
例
案
】　
総
数
４
件

▽
飯
山
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
…
現
行
の
外
国

人
登
録
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
外
国

人
に
つ
い
て
も
住
民
票
が
作
成
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
の
改
正

▽
飯
山
市
情
報
通
信
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
の
高
速
化
に
よ
る
所
用
の

改
正

【
事
件
案
】　
総
数
17
件

市
議
会
６
月
定
例
会
か
ら

市
長
提
案
24
議
案
を
全
て
可
決
・
承
認

　

市
で
は
、
新
幹
線
飯
山
駅
開
業

を
控
え
「
回
遊
性
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
現
Ｊ

Ｒ
飯
山
駅
に
隣
接
す
る
「
雪
と
寺

の
ま
ち
シ
ン
ボ
ル
広
場
」
内
に
仁

王
門
を
建
築
し
、
仁
王
像
を
設
置

す
る
工
事
を
７
月
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。
工
事
期
間
は
約
３
か
月
間

で
、
10
月
頃

の
完
成
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
仁
王
門
に
設

置
す
る
阿
吽
の
仁
王
像
は
、

明
治
45
年
の
善
光
寺

ご
開
帳
の
際
、
火
災

に
よ
っ
て
焼
失
し
て

い
た
前
仁
王
像
に
代
わ

り
、
善
光
寺
入
口
に
仮
安
置
さ

れ
て
い
た
も
の
で
、制
作
に
あ
た
っ

て
は
、
当
時
か
ら
仏
壇
や
仏
像
制

作
で
広
く
認
め
ら
れ
て
い
た
飯
山

の
仏
師
が
深
く
関
わ
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
、
当
時
安
置
さ
れ

て
い
た
長
野
市
安
庭
の
眞
龍
寺
か

ら
飯
山
市
が
譲
り
受
け
た
仁
王

像
は
、
飯
山
仏
壇
事
業
協
同
組

合
等
の
ご
協
力
の
も
と
修
復
作
業

を
行
っ
て
お
り
、
現
在
最
後
の
仕

上
げ
作
業
を
残
す
ば
か
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

約
１
０
０
年
ぶ
り
に
飯
山
へ

帰
っ
て
き
た
仁
王
様
。
こ
れ
か
ら

は
飯
山
の
名
所
と
し
て
、
こ
の
地

域
を
見
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

工
事
中
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

雪
と
寺
の
ま
ち
シ
ン
ボ
ル
広
場
で

　

仁
王
門
建
築
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

仁王門設置か所

雲水像

仁王像展示館管理事務所・観光案内所

WC

N

雪と寺のまちシンボル広場

仁王門　東面・西面立面図

JR飯山駅

歩行者通路

車両通行止

8,420

8,420 6,000

　

平
成
24
年
３
月
30
日
に
「（
仮
）

飯
山
ぷ
ら
ざ
」
建
設
設
計
お
よ
び

監
理
業
務
契
約
が
行
わ
れ
て
か
ら

初
と
な
る
、
第
８
回
「（
仮
）
飯

山
ぷ
ら
ざ
」建
設
検
討
委
員
会（
真

野
洋
介
委
員
長
）
が
６
月
22
日
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、飯
山
市
と
設
計・

監
理
共
同
企
業
体
（
㈱
隈
研
吾

建
築
都
市
設
計
事
務
所
・
仲
條

一
級
建
築
士
事
務
所
）
と
で
検
討

を
重
ね
て
き
た
建
設
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
、
施
設
模
型
や
平
面
図
な
ど

を
委
員
会
に
示
し
、
各
ホ
ー
ル
の

座
席
数
な
ど
、
使
う
側
の
視
点
に

立
っ
た
、
よ
り
具
体
的
な
内
容
の

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
時
点
の
検
討
案
で
は
、
大

ホ
ー
ル
の
座
席
数
を
約
６
０
０
席

（
最
大
７
６
０
席
）。
そ
の
一
部
を

可
動
式
座
席
と
し
て
収
納
す
る
こ

と
で
、
平
土
間
（
ひ
ら
ど
ま
）
と

し
て
の
空
間
を
作
り
出
す
こ
と
が

可
能
で
、
集
会
や
展
示
会
な
ど
、

多
目
的
に
使
用
で
き
る
よ
う
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

小
ホ
ー
ル
は
、
約
２
０
０
席
の

固
定
座
席
と
し
、
音
楽
会
や
講

演
会
等
に
対
応
す
る
、
高
い

音
質
環
境
を
整
え
た
設
計
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
施
設
内

に
は
、
会
議
や
ス
タ
ジ
オ
な

ど
で
利
用
が
可
能
な
多
目
的

ル
ー
ム
を
設
け
、
各
施
設
を

つ
な
ぐ
大
屋
根
下
の
空
間
は
、

屋
内
広
場
（
ナ
カ
ミ
チ
）
と

し
て
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
や
市

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

約
１
万
平
方
㍍
の
敷
地

の
北
側
に
は
駐
車
場
を
配
置

し
、
東
側
に
は
、
イ
ベ
ン
ト

会
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る

屋
外
広
場
を
整
備
。「
内
と

外
」
の
空
間
を
つ
な
げ
る
こ

と
で
、
人
の
流
れ
を
作
り
出

し
、
交
流
を
活
性
化
さ
せ
る

機
能
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

　

今
後「（
仮
）飯
山
ぷ
ら
ざ
」

は
、
本
年
９
月
末
ま
で
に
基

本
設
計
を
終
え
、
市
民
説
明
会
を

開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

今
年
度
末
に
は
、
実
施
設
計
が
公

表
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
後
平
成
25
年
度
か
ら
、
造

成
・
基
礎
工
事
が
始
ま
り
、
新
幹

ま
ち
づ
く
り
課 

ま
ち
並
整
備
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
４
３・２
４
４

北陸新幹線飯山駅 駐車場西口広場

東口広場

総合学習センター
・飯山市公民館
・市立飯山図書館
・女性センター未来
・飯山市ふるさと館

「（仮）飯山ぷらざ」建設地

駅周辺の整備計画イメージ

多目的ルーム

大ホール小ホール

ナカミチ屋外広場

駐車場

「（仮）飯山ぷらざ」各施設配置イメージ

正受庵

多
目
的
用
途
の
大
ホ
ー
ル
、
高
音
質
環
境
の
小
ホ
ー
ル
を
検
討

多
目
的
用
途
の
大
ホ
ー
ル
、
高
音
質
環
境
の
小
ホ
ー
ル
を
検
討

多
目
的
用
途
の
大
ホ
ー
ル
、
高
音
質
環
境
の
小
ホ
ー
ル
を
検
討

多
目
的
用
途
の
大
ホ
ー
ル
、
高
音
質
環
境
の
小
ホ
ー
ル
を
検
討

多
目
的
用
途
の
大
ホ
ー
ル
、
高
音
質
環
境
の
小
ホ
ー
ル
を
検
討

多
目
的
用
途
の
大
ホ
ー
ル
、
高
音
質
環
境
の
小
ホ
ー
ル
を
検
討

多
目
的
用
途
の
大
ホ
ー
ル
、
高
音
質
環
境
の
小
ホ
ー
ル
を
検
討

多
目
的
用
途
の
大
ホ
ー
ル
、
高
音
質
環
境
の
小
ホ
ー
ル
を
検
討

多
目
的
用
途
の
大
ホ
ー
ル
、
高
音
質
環
境
の
小
ホ
ー
ル
を
検
討

線
飯
山
駅
が
開
業
予
定
の
平
成

27
年
度
当
初
に
は
開
館
を
迎
え

る
予
定
で
す
。

　
「（
仮
）
飯
山
ぷ
ら
ざ
」
は
、
飯

山
市
民
全
員
の
施
設
で
す
。
皆
様

の
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

よ
り
良
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

飯山赤十字病院

飯山警察署

城南中学校

「「（
仮
）

（
仮
）
飯
山
ぷ
ら
ざ
」

飯
山
ぷ
ら
ざ
」
設
計
検
討
（
案
）
を
公
開

設
計
検
討
（
案
）
を
公
開

「（
仮
）
飯
山
ぷ
ら
ざ
」
設
計
検
討
（
案
）
を
公
開

多
目
的
に
使
え
る
大
ホ
ー
ル
、
音
響
効
果
に
優
れ
た
小
ホ
ー
ル
を
検
討

N
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都市計画区域の拡大に伴う

 建築形態制限の指定について
　県・市では、「人口や宅地化、建築動向等を踏まえた現状況下で都市化が
見られる地域」や「新幹線開業により今後都市化の拡がりが進むと思われる
地域」について、平成 24年度中に現都市計画区域の南側（静間地域）への
都市計画区域拡大を行うべく都市計画法の手続きを進めています。
　区域拡大は、区域内の居住環境の保全・誘導、都市と農業との調和を図っ
た土地利用、景観の保全等を目的に行うわけですが、拡大に伴い区域内の建
築物の制限について計画（案）を策定しました。これは、区域内の建築物の
ボリュームについて制限を設定し、まちなみを整えていくもので、今回の指
定により、区域内において新築等をする際に制限の対象となってきます。
　今後、都市計画区域の拡大と併せ、市民の皆様のご理解ご協力をいただき
都市計画法ならびに建築基準法に基づき手続きを進めますので、今回その計
画（案）についてお知らせします。

□農業・郊外居住地区
　（秋津中央、大久保・伍位野・荒船・中町・中町北部の一部）
　●建築物の容積率　 200％　
　●建築物の建ぺい率　60％　　　
　●建築物の各部分の高さ
　　・道路斜線制限値　　　　  ⊿ 1.5（勾配）
　　・隣地斜線制限値　20m+⊿ 1.25（勾配）

（３）道路斜線制限
　建築物が接する道路の反対側の境界線から引いた勾配線
より建築物が高くならないように高さが抑えられていま
す。建築物が前面道路から後退しているときは、反対側の
道路境界線から後退した距離を足して、勾配線を引くこと
ができます。

（４）隣地斜線制限
　隣の敷地に対する建築物の高さを制限するものです。
　隣地境界線から20ｍまたは31ｍ立ち上げたところ
から引いた勾配線より建築物が高くならないように高さ
が抑えられます。

1.5
1

1.25
1

勾配⊿ 1.5

勾配⊿ 1.25道　路

1.25
11

2.5

勾配⊿ 2.5

勾配⊿ 1.25

31m
20m

隣地境界線

敷地面積A

２階床面積 S2

１階床面積 S1

まちづくり課 計画係 ☎ 62-3111 内線 241・242

拡大都市計画区域

郊外沿道商業地区

【建築制限】（案）

【建築形態制限とは】

□郊外沿道商業地区
　（国道117号沿道　大久保・伍位野・中町・中町北部の一部）
　●建築物の容積率　 200％
　　●建築物の各部分の高さ
　●建築物の建ぺい率　70％
　　・道路斜線制限値　　　　  ⊿ 1.5（勾配）
　　・隣地斜線制限値　20m+⊿ 1.25（勾配）

（１）建ぺい率
　建築物の建築面積の敷地面積に対する割合を言います。
　建ぺい率を制限することにより、日照・採光・通風等の条件が良くなるとともに、
ゆとりある空間が生まれます。また、火災時の延焼を防ぐ効果が期待できるとと
もに、災害時の避難や救助活動の効率を高めることにもなります。

（２）容積率
　建築物の延べ床面積の敷地面積に対する割合を言います。
　容積率を制限することにより、建築物のボリュームを抑え、周囲への圧迫感を
和らげることができます。日照・採光・通風等の条件も良くなり、良好な住環境
形成の誘導が可能になります。

建ぺい率（％）＝S1÷A×100
容 積 率（％）＝（S1+S2）÷A×100

道路斜線制限 隣地斜線制限

いいやま花フェスタ実行委員会（まちづくり課内）☎ 62-3111 内線 243

第 12回 いいやま花フェスタ

　市民の皆さんが持ち寄った寄
せ植えや花のハンギングなどで、
愛宕町雁木通りが飾られる「いい
やま花フェスタ寺町花街道」が、
今年は 10 月 13 日・14 日の２日
間、開催されます。
　当日は様々な花ブースの展示
とあわせ、花苗や特産品などの販
売、各種イベントも行われます。
家族や仲間で、癒しと安らぎの時
間を楽しみにお出かけください。

【寄せ植え作品、ハンギング作品を募集します】
　この花フェスタに出品いただける、花の寄せ植え作品、
花のハンギング作品を現在募集しています。
　作品は団体・グループはじめ個人の方の出品も大歓迎。
作品の出展は一点でも多数の出品でも結構です。お気軽
にご参加ください。
　詳しくは飯山市ホーム
ページをご覧ください。

応募締切
9 月 14日（金）

10月13日㊏～14日㊐

会場の演出にご協力ください

いいやま花フェスタ 検 索

愛宕町雁木通り

　
４
月
11
日
に
行
わ
れ
た
「
飯
山

駅
舎
建
築
工
事
安
全
祈
願
祭
な

ら
び
に
立
柱
式
」
後
、
急
ピ
ッ
チ

で
鉄
骨
建
て
方
工
事
の
進
む
北
陸

新
幹
線
飯
山
駅
で
は
、
６
月
21
日

工
事
の
進
捗
状
況
が
各
報
道
機

関
等
に
向
け
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
３
５
０
㌧
の
大
型
ク

ロ
ー
ラ
ー
ク
レ
ー
ン
な
ど
で
、
１

組
30
㌧
の
フ
レ
ー
ム
を
同
駅
舎
３

階
部
分
ま
で
吊
り
上
げ
、
設
置
か

所
の
作
業
員
と
連
携
し
な
が
ら
固

定
す
る
作
業
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

鉄
道
運
輸
機
構
に
よ
る
と
、
こ

の
鉄
骨
フ
レ
ー
ム
は
、
新
幹
線

ホ
ー
ム
上
屋
部
分
に
あ
た
り
、
強

風
や
雷
で
工
事
が
中
止
と
な
る
場

合
を
除
き
、
鉄
骨
フ
レ
ー
ム
の
設

置
目
標
は
１
日
２
組
。
こ
の
日
ま

で
に
43
組
が
設
置
を
完
了
し
、
７

月
中
に
は
、
66
組
の
フ
レ
ー
ム
全

て
が
設
置
さ
れ
る
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

順
調
に
工
事
が
進
捗
し
、
徐
々

に
完
成
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ
い
て
き

た
新
幹
線
飯
山
駅
。
遠
く
に
感
じ

ら
れ
た
開
業
予
定
も
２
年
半
後
に

ま
で
近
づ
い
て
来
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅

　

駅
舎
建
築
工
事
の
進
捗
状
況
を
公
開



●開会セレモニー　午後 4時 30分～　
●各チームによる演舞　午後 5時～ 
　各チームオリジナルダンスでまつりを盛
　り上げ、いいやまから元気を発信しよう！

・灯篭・ライトアップ
　各商店街を皆さんが製作したさまざまな
　灯篭の光で包みます。

・二　胡（演奏：野田裕子）
　　（上町会場　本町会場　飯山城城門）

・法　竹（演奏：遠藤健二）
　　（上町会場　本町会場　飯山城城門）

・彩（あやなし）演舞　（本町会場）

・飯山混声合唱団　（妙専寺）

・絵手紙・ちぎり絵展示（ほていや・空楽）

・飯山華道会大型生花（妙専寺・飯山城城門）

・灯篭作品展示　（本町会場）　

・抽選会　（本町会場）

・灯篭ウォーキング
・各出店ブース

８月4日㊏ 開催

【会　　場】
　上町（中央幼稚園前）　本町（ぶらり広場）
　仲町（仲町ポケットパーク）
　愛宕町（妙専寺）　飯山城址城門
　銀座柳通り　高橋まゆみ人形館庭園

―いいやまから元気を発信！
　　　各チームの熱い舞い！―

―灯篭が灯り、
　　　癒しの演奏が始まる―

飯山中心市街地

午後4時 30分～６時 30分 午後６時 30分～ 9時
本町商店街（歩行者天国）

い
い
や
ま
灯
篭
ま
つ
り

動 静

　「動」と「静」の二部構成で開催される「いいやま灯篭まつり」。
　今年は「祈り～あかりの天の川」と題し、震災からの復興を応
援するとともに、連帯のメッセージを発信する「絆プロジェクト」
を昨年に引き続き開催します。多くの皆様に作成していただいた
灯篭が、まるで天の川のように通りを彩ります。その他にも多く
のイベントを企画し、皆さんのご来場をお待ちしています。
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６
月
24
日
、
飯
山
市
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
大
会
・
ラ
ッ
パ
吹
奏

大
会
が
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐
車

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
そ
れ
ぞ
れ
９
チ
ー
ム

が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
積
み
重
ね

て
き
た
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

迅
速
か
つ
正
確
な
操
法
で
そ
れ
ぞ

れ
の
競
技
に
挑
み
ま
し
た
。

　

競
技
審
査
で
は
、
タ
イ
ム
と
規

律
な
ど
が
重
視
さ
れ
、
些
細
な

ミ
ス
が
順
位
に
影
響
す
る
こ
と
か

ら
、
本
来
の
実
力
を
出
し
切
れ
な

い
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ど

の
分
団
も
み
ご
と
な
操
法
を
披
露

し
、
市
内
消
防
団
員
の
技
術
力
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
大
会
中
盤
に
は
、
常
盤
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
披
露
も
行
わ
れ
、
10
名
の
小

学
生
消
防
団
員
が
元
気
よ
く
放

水
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
北

信
消
防
協
会
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
に
は
、
ポ
ン
プ

車
操
法
の
部
・
小
型
ポ
ン
プ
の
部

各
上
位
２
チ
ー
ム
と
ラ
ッ
パ
吹
奏

選
抜
チ
ー
ム
が
、
飯
山
市
を
代
表

飯山市消防団ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会飯山市消防団ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会飯山市消防団ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会飯山市消防団ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会飯山市消防団ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会飯山市消防団ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会飯山市消防団ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会飯山市消防団ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会飯山市消防団ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会飯山市消防団ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会飯山市消防団ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会飯山市消防団ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会飯山市消防団ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会飯山市消防団ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会飯山市消防団ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会

各分団の鍛錬された操法に

飯山市消防団員の技術力を見た

し
て
出
場
し
、
優
勝
で
県
大
会
へ

の
出
場
を
決
め
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

【
飯
山
市
大
会
結
果
】

 

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　
優　
勝　
第
６
分
団
（
外　
様
）

　
準
優
勝　
第
７
分
団
（
常　
盤
）

　
第
３
位　
第
４
分
団
（
瑞　
穂
）

　
第
４
位　
第
１
分
団
（
飯　
山
）

　
第
５
位　
第
９
分
団
（
太　
田
）

　
第
６
位　
第
３
分
団
（
木　
島
）

　
第
７
位　
第
10
分
団
（
岡　
山
）

　
第
８
位　
第
２
分
団
（
秋　
津
）

　
第
９
位　
第
５
分
団
（
柳　
原
）

 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　
優　
勝　
第
７
分
団
（
常　
盤
）

　
準
優
勝　
第
６
分
団
（
外　
様
）

　
第
３
位　
第
１
分
団
（
飯　
山
）

　
第
４
位　
第
３
分
団
（
木　
島
）

　
第
５
位　
第
10
分
団
（
岡　
山
）

　
第
６
位　
第
９
分
団
（
太　
田
）

　
第
７
位　
第
２
分
団
（
秋　
津
）

　
第
８
位　
第
５
分
団
（
柳　
原
）

　
第
９
位　
第
４
分
団
（
瑞　
穂
）

 

番
員
賞
（
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
）

　
指
揮
者　
岡
本
勝
也
（
第
４
分
団
）

　
１
番
員　
南
久
保
輝
彦
（
第
６
分
団
）

　
２
番
員　
春
日
彰
浩
（
第
６
分
団
）

　
３
番
員　
小
林
康
弘
（
第
６
分
団
）

　
４
番
員　
服
部　

拓
（
第
６
分
団
）

 

番
員
賞
（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
）

　
指
揮
者　
沼
田
千
春
（
第
７
分
団
）

　
１
番
員　
清
水
正
人
（
第
７
分
団
）

　
２
番
員　
服
部
真
悟
（
第
６
分
団
）

　
３
番
員　
服
部　

涼
（
第
６
分
団
）

 
ラ
ッ
パ
吹
奏
（
ロ
ン
グ
ト
ー
ン
）

　
第
１
位　
出
野
公
樹
（
第
７
分
団
）

【
北
信
大
会
結
果
】

 

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　
優　
勝　
飯
山
市 

第
６
分
団

　
準
優
勝　
中
野
市 

第
10
分
団

　
第
３
位　
中
野
市 

第
６
分
団

　
第
４
位　
飯
山
市 

第
７
分
団

 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　
優　
勝　
山
ノ
内
町 

東
部
分
団

　
準
優
勝　
山
ノ
内
町 

西
部
分
団

　
第
３
位　
飯
山
市 

第
７
分
団

　
第
４
位　
飯
山
市 

第
６
分
団

 

ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部

　
優　
勝　
中
野
市
消
防
団

　
準
優
勝　
木
島
平
村
消
防
団

　
　
・

　
第
５
位　
飯
山
市
消
防
団

飯山市消防団ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
ポ
ン
プ
操
法
披
露

で
は
、
10
名
の
小
学
生
選
手
が
元
気
に

声
を
出
し
、
消
防
団
員
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、放
水
に
よ
り
火
点
を
倒
し
た
。

祈り　～あかりの天の川～

いいやま灯篭まつり実行委員会事務局（商工観光課内）☎ 62-3111 内線 212 いいやま灯篭まつり 検 索

※会場は変更となる場合がありますので、
ホームページおよび新聞折込チラシ等でご
確認ください。

プロジェクト
　震災からの復興と連帯のメッセージ
を、自作の灯篭に込めて飯山から発信
する「絆プロジェクト」。
　現在お手伝いしていただける方を募
集しています。詳しくは実行委員会ま
でお問い合わせくだい。

がんばろう日本
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い
い
や
ま
住
ん
で
み
ま
せ
ん
課 

移
住
定
住
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
５
２・２
５
１

保
健
福
祉
課 

高
齢
者
介
護
保
険
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
４・１
８
５

希
望
さ
れ
る
方
は
市
役
所
窓
口
へ

「
介
護
マ
ー
ク
」
を
配
付
し
ま
す
。

　

現
在
、
要
介
護
認
定
者
は
増

加
を
続
け
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら

に
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
介
護
し
て
い
る

介
護
者
に
つ
い
て
も
、
体
力
的
な

負
担
に
加
え
、
他
の
方
か
ら
見
る

と
介
護
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

に
く
い
場
合
が
あ
り
誤
解
を
持
た

れ
る
な
ど
、
精
神
的
負
担
も
増
え

て
い
ま
す
。

「
介
護
マ
ー
ク
」
と
は
？

　

そ
こ
で
考
案
さ
れ
た
の
が
「
介

護
マ
ー
ク
」
で
す
。

　
「
介
護
マ
ー
ク
」
は
、
介
護
者

が
身
に
付
け
る
こ
と
で
、
介
護
中

で
あ
る
こ
と
を
周
囲
に
知
っ
て
も

ら
い
、
介
護
者
の
心
理
的
負
担
を

軽
減
す
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
と
き
に
活
用
で
き
る
の
？

　

例
え
ば
、
男
性
介
護
者
が
女

性
用
下
着
を
購
入
す
る
と
き
、
公

共
の
ト
イ
レ
で
付
き
添
う
と
き
、

病
院
で
診
察
室
に
入
る
際
、
一
見
、

介
助
が
不
要
に
見
え
る
の
に
２
人

で
入
室
す
る
と
き
な
ど
も
周
囲
に

介
護
中
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
え
ま
す
。

「
介
護
マ
ー
ク
」
を
配
布
し
ま
す

　

市
で
は
、
介
護
者
の
精
神
的
負

担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
、

こ
の
「
介
護
マ
ー
ク
」
を
希
望
さ

れ
る
方
に
無
料
配
布
い
た
し
ま

す
。（
介
護
マ
ー
ク
は
、ネ
ー
ム
ケ
ー

ス
等
に
入
れ
て
身
に
着
け
ま
す
）

□
配
付
場
所

　
保
健
福
祉
課 

高
齢
者
介
護
保

　
険
係
窓
口
（
市
役
所
１
階
）

□
配
布
対
象
者

　
高
齢
者
等
（
市
内
に
住
所
を

　
有
し
て
い
る
人
）
を
介
護
し
て

　
い
る
介
護
者

　
「
介
護
マ
ー
ク
」
の
配
付
に
つ

い
て
詳
し
く
は
、
高
齢
者
介
護
保

険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

飯
山
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例（
案
）

に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

近
年
市
内
で
は
、
少
子
高
齢
化

や
厳
し
い
経
済
情
勢
等
に
よ
り
空

き
家
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

に
伴
い
空
き
家
の
倒
壊
の
危
険
等

に
つ
い
て
、市
へ
の
相
談
も
多
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
地
域
の
安
全
・
安
心
の

確
保
お
よ
び
生
活
環
境
の
保
全

の
た
め
、
空
き
家
等
の
管
理
義
務

者
の
責
務
を
明
確
に
し
、
良
好
な

管
理
を
促
す
事
に
よ
り
、
危
険
な

状
態
に
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
止

す
る
事
を
目
的
と
し
た
「（
仮
称
）

飯
山
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
」
の
制
定
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

条
例
制
定
に
あ
た
り
、
市
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
て
、

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
条
例
の

制
定
に
向
け
て
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
意
見
募
集
期
間
】

　
７
月
17
日
㈫
〜
８
月
16
日
㈭

【
提
出
方
法
】

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
（
法

人
・
団
体
の
場
合
は
名
称
・
代
表

者
氏
名
・
代
表
者
の
氏
名
・
事
業

所
の
所
在
地
・
電
話
番
号
）
を
記

入
し
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
資
料
閲
覧
お
よ
び
意
見
書
様
式

配
布
場
所
】

　

い
い
や
ま
住
ん
で
み
ま
せ
ん

課
お
よ
び
各
地
区
活
性
化
セ
ン

タ
ー
、
飯
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
閲
覧
お
よ
び
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

【
閲
覧
資
料
】

○
「（
仮
称
）
飯
山
市
空
き
家
等

　
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」

　
の
ス
キ
ー
ム
図

○
「（
仮
称
）
飯
山
市
空
き
家
等

　
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」

　
の
基
本
方
針

　平成 24 年度の下水道排水設備工事責任技術者講
習および試験が次のとおり行われます。講習、試験
について詳しくは、上下水道課までお問い合わせく
ださい。

　■受験講習
　・期日　9 月 21日（金）
　・会場　長野県松本勤労者福祉センター（松本市）
　■試　　験
　・期日　10月 27日（土）
　・会場　長野県松本勤労者福祉センター（松本市）
　■申込期間
　　7月 23日（月）～ 8月 3日（金）
　　　　　（土日を除く）（9:00 ～ 17:00）

下水道排水設備工事責任技術者
講習・試験のお知らせ

上下水道課 工務係 ☎ 62-3111 内線 229

光ハイブリッド　超高速160Mbps
新インターネットサービス 10 月スタート
　　　　　  ☎ 81-3000（飯山市情報センター）　　　　　  ☎ 81-3000（飯山市情報センター）

　ｉネット飯山では、光ハイブリッドにより通信速度 160Mbps
を実現した、新インターネットサービスを、10月からスタート
します。現在 30Mbps のコースに加入されている方は、無料で
160Mbps のコースに移行します。
　これまでの料金は据え置きで、他社に負けない低料金となっ
ておりますので、この機会にぜひご加入をご検討ください。

インターネットコース 通信最高速度 料金（税込）／月

テレビ契約
あり

160Mbps 下り 160Mbps　上り   10Mbps 4,095 円
8Mbps 下り     8Mbps　上り     1Mbps 3,675 円

1.5Mbps 下り  1.5Mbps　上り 512Kbps 3,150 円
512Kbps 下り 512Kbps　上り 128Kbps 2,625 円

テレビ契約
なし

160Mbps 下り 160Mbps　上り   10Mbps 5,145 円
8Mbps 下り     8Mbps　上り     1Mbps 4,725 円

1.5Mbps 下り  1.5Mbps　上り 512Kbps 4,200 円
512Kbps 下り 512Kbps　上り 128Kbps 3,675 円

市営住宅入居者募集

　市では、市営住宅水上団地について、
下記のとおり補充入居者を募集します。
　申込方法、入居資格等詳しくは、い
いやま住んでみません課までお問い合
わせください。

【募集団地・戸数】
　水上団地　2戸
【募集受付期間】（土日祝祭日を除く）
　7月 30日（月）～ 8月 10日（金）
　（受付時間 8:30 ～ 17:15）
【選考方法ついて】
　申込件数が募集戸数を超えた場合は
抽選とします。
　抽選日時　8/10（金）午前 10時～
　　市役所４階　第１委員会室

いいやま住んでみません課
　住宅係 ☎ 62-3111 内線 252

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１

　

市
で
は
、
自
ら
考
え
ふ
る
さ
と

を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
の
活
動

を
行
う
団
体
を
支
援
す
る
「
輝
く

地
域
づ
く
り
支
援
金
」
の
一
次
募

集
を
行
い
、
多
く
の
団
体
か
ら
の

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
長
を
は
じ
め
と
し
た
選
定
委

員
会
に
お
い
て
内
容
を
審
査
し
た

結
果
、
下
記
の
と
お
り
、
８
団
体

の
事
業
が
採
択
と
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「輝く地域づくり支援金」採択事業

事 業 名 申請者

炭の力で
　地域力アップ事業 秋津地区区長会

第 1回飯山市民
　カラオケ祭り

飯山市民カラオケ
祭り実行委員会

常盤健康ニコニコ王国
　創立 30周年記念事業

常盤健康
ニコニコ王国

地域食材アレンジ
　プロジェクト

見習い若旦那
＆若女将の会

旧公民館の多目的利用に
伴うリフォーム事業 戸那子区

そばを使った地域づくり
事業

そばの里
地域づくり団体

中町区祭典での地域力
アップ事業 中町区

山口の棚田活用事業 五束活性化委員会

地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
８
事
業
を
採
択

「
輝
く
地
域
づ
く
り
支
援
金
」
交
付
団
体
決
定

【ご意見等提出先】
いいやま住んでみません課
　　　　　　　移住定住係
　〒 389-2292
　　 飯山市大字飯山 1110-1
　電話：62-3111（内線 252・251）
　FAX：62-6221
　E-mail：sundemimasenka@
　　　　　　city.iiyama.nagano.jp

山
形
県
長
井
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結

災
害
時
以
外
で
も
両
市
の
交
流
を
約
束

　
６
月
29
日
、
足
立
市
長
は
山
形

県
長
井
市
を
訪
れ
、
大
規
模
災

害
発
生
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協

定
に
関
す
る
協
定
の
締
結
式
に
出

席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
両
市
の
い
ず
れ

か
に
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
被

害
市
の
み
で
は
十
分
対
応
が
で
き

な
い
場
合
に
応
援
協
力
を
行
う
も

の
で
、
飯
山
市
は
今
回
の
長
井
市

と
の
協
定
締
結
に
よ
り
、魚
津
市
、

山
梨
市
に
続
き
、
３
市
目
の
応
援

協
定
締
結
と
な
り
ま
す
。

　

千
曲
川
、
最
上
川
と
い
っ
た
河

川
を
市
内
に
有
す
両
市
は
、
河
川

の
多
目
的
利
用
な
ど
を
通
じ
て
か

ね
て
か
ら
交
流
が
あ
り
、
応
援
協

定
締
結
に
あ
た
っ
て
は
、
気
候
・

風
土
の
似
た
地
域
で
の
相
互
応
援

体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
今
回
の

協
定
締
結
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
は
起
き
な
い
こ
と
が
第
一

で
す
。
今
回
の
協
定
締
結
を
き
っ

か
け
に
、
災
害
時
以
外
で
も
両
市

の
交
流
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
ま

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

締結式では、内谷重治長井市長と
災害時以外の交流も約束した
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市民環境課 生活環境係 ☎ 62-3111 内線 191

医
療
費
の
自
己
負
担
を
低
減
す
る

限
度
額
適
用
認
定
証
と
は

　

市
か
ら
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
の
交
付
を
受
け
て
病
院
・
調

剤
薬
局
に
提
示
す
る
と
、
支
払
う

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
限
度

額(

別
表)

以
内
に
で
き
ま
す
。

入
院
や
、
継
続
し
た
通
院
・
投
薬

で
医
療
費
が
か
さ
む
場
合
に
便
利

な
制
度
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
入
院
時
に
用
途
が

限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月

か
ら
は
外
来
に
も
適
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

※
対
象
と
な
る
医
療
費
は
、
保
険
診

療
分
に
限
り
ま
す
。
文
書
代
、
食

事
代
、
個
室
・
寝
巻
の
使
用
料
な
ど

は
含
み
ま
せ
ん
。

８
月
は
更
新
時
期
で
す

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
有

効
期
限
は
毎
年
７
月
末
で
す
。

　

既
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で

も
、
８
月
以
降
も
引
き
続
き
必
要

な
場
合
は
、
あ
ら
た
め
て
交
付
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
申
請
に
つ
い
て

　
以
下
の
持
ち
物
を
ご
用
意
い
た

だ
き
、
市
役
所
の
国
保
年
金
係
窓

口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
保
険
証　
　

②
印
鑑　

③
本
人
確
認
で
き
る
身
分
証
明
書

④
以
前
交
付
さ
れ
て
い
た
「
認
定

　

証
」（
更
新
の
場
合
）

 

限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
加
入
の
70
歳
未
満
の
方
が
対
象

市
民
環
境
課 

国
保
年
金
係 
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
５
３・１
５
４

住民税課税世帯
※上位所得者

150,000 円＋（総医療費
ー 500,000 円）× 1％

住民税課税世帯
一　　般

80,100 円＋（総医療費
ー 267,000 円）×１％

住民税
非課税世帯 35,400 円

（別表）１か月の自己負担限度額

※国保税基礎控除後の総所得金額
　などが 600万円を超える世帯

見 本

３Ｒ促進
ポスターコンクール

作品募集
　国民一人ひとりが循環型社会のあり方につい
て考えるきっかけにするとともに、３Ｒの普及
啓発を目的に、３Ｒ促進ポスターコンクールを
実施します。詳しくは、市民環境課までお問い
合わせください。
【募集区分】
　小学校（低学年・中学年・高学年）の各部
　中学校の部
【募集締切】平成 24年 9月 7日（金）
【作品提出先】
　〒130-0026 東京都墨田区両国 3-25-5 JEI 両国ビル 8F
　　公益財団法人廃棄物・３R研究財団内
　　３R活動推進フォーラム　あて

市
民
環
境
課 

国
保
年
金
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
５
３・１
５
４

【
減
額
認
定
証
と
は
】

　

入
院
お
よ
び
高
額
な
外
来
診

療
を
受
け
る
と
き
に
、
窓
口
で
支

払
う
自
己
負
担
分
や
食
事
代
な

ど
を
減
額
さ
れ
た
額
で
支
払
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

【
対
象
者
に
郵
送
し
ま
す
】

　

現
在
の
減
額
認
定
証
も
７
月

31
日
で
有
効
期
限
が
終
了
し
ま

す
。
引
き
続
き
交
付
対
象
と
な
る

方
に
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
証
と
一
緒
に
７
月
25
日
以

降
に
郵
送
し
ま
す
。

【
新
た
に
交
付
を
受
け
た
い
場
合
】

　

新
た
に
減
額
認
定
証
の
交
付

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
市

民
環
境
課
で
申
請
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。（【
持
ち
物
】・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
証
・
印
鑑
・
免
許

証
な
ど
申
請
さ
れ
る
方
の
身
分
証
明

と
な
る
も
の
）

【
交
付
対
象
と
な
る
方
】

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
証
、
７
月
31
日
有
効
期
限
終
了

　平成 24年度の住民税課税所得額が
145万円以上の被保険者の方と、その方
と同一世帯の被保険者の方

医療費の自己負担割合
負担割合が「3割」となる方

◇被保険者全員の平成 24年度の住民税
　課税所得額が 145万円未満の方　
◇平成 24年度の住民税課税所得額は
　145万円以上であるが下記に該当する
　方（申請手続きが必要になります。）
①被保険者が複数いる世帯で、被保険者
　の方の収入合計額が520万円未満の方
②被保険者１名の世帯で、ご自身の収入
　額が 383万円未満の方　　　　　
③被保険者１名の世帯で、ご自身の収入
　額は 383万円を超えているが、同一世
　帯の 70歳から 74歳の方の収入額を
　含めた収入合計額が520万円未満の方

負担割合が「１割」となる方

【
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
】

　

現
在
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
証
は
、
７
月
31
日
で
有

効
期
限
が
終
了
し
ま
す
。
８
月
１

日
か
ら
ご
使
用
い
た
だ
く
新
し
い

保
険
証
は
、
７
月
25
日
以
降
に
長

野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
封
筒
に
て
郵
送
し
ま
す
。

【
新
し
い
保
険
証
は
黄
色
】

　

新
し
い
保
険
証
は
黄
色
で
、
有

効
期
限
は
平
成
25
年
７
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、
記
載
内
容

に
誤
り
が
な
い
か
ご
確
認
い
た
だ

き
、
古
い
保
険
証
は
、
必
ず
ご
自

身
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

【
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て
】

　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は

平
成
23
年
中
の
収
入
な
ど
に
基
づ

き
、左
表
の
と
お
り
判
定
し
ま
す
。

※
８
月
１
日
以
降
に
、
判
定
に
係

る
収
入
額
や
世
帯
員
の
構
成
な
ど

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の

都
度
自
己
負
担
割
合
を
判
定
し

直
し
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
に
変
更
が
生

じ
た
場
合
は
保
険
証
の
有
効
期
限

内
で
あ
っ
て
も
新
し
い
保
険
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
は
古
い

保
険
証
は
使
用
し
な
い
で
、
市
民

環
境
課
に
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
か
ら
保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
（
減
額
認
定
証
）

に
つ
い
て

見 本

　
し
、
資
源
物
は
も
え
る
ご
み

　
で
出
さ
な
い
。

　

市
で
は
平
成
20
年
度
に
「
飯
山

市
ご
み
減
量
計
画
」
策
定
し
、
平

成
23
年
度
ま
で
に
も
え
る
ご
み
・

も
え
な
い
ご
み
の
20
㌫
減
量
（
平

成
18
年
度
対
比
）
な
ど
を
目
標

に
ご
み
減
量
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
も
え
る
ご
み
は

９
・
６
％
減
、
不
燃
ご
み
は
11
・

５
㌫
減
と
な
り
、
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
多
く
の

方
に
ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル

化
な
ど
の
意
識
が
浸
透
し
、
ご
み

減
量
に
結
び
つ
い
て
き
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
新
た
な
ご
み
減
量
目
標

な
ど
を
策
定
す
る
た
め
に
、
５
月

か
ら
「
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審

議
会
」
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
結
果
の
分
析
や
、
今
後

の
ご
み
減
量
対
策
な
ど
に
つ
い
て

審
議
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ご
み
減
量
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
市

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

夏
場
は
ご
み
の
増
え
る

時
期
で
す

　

今
年
度
に
入
り
、
燃
え
る
ご
み

の
量
が
増
え
て
い
ま
す
（
４
、５
月

分
で
前
年
同
月
比
９
㌫
増
）。
こ

れ
か
ら
迎
え
る
夏
場
は
ご
み
が
増

え
る
季
節
と
な
り
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
日
頃
か
ら
ご
み
減
量
を
意

識
し
て
実
践
し
て
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

燃えるごみの排出量の推移

新
た
な
ご
み
減
量
目
標
な
ど
を
策
定
予
定
で
す

こ
れ
か
ら
も
一
層
の
ご
み
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ご
み
の

こ
と

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

市民環境課 生活環境係 
☎ 62-3111 内線 191･192

ご
み
減
量
の
ポ
イ
ン
ト

○
ご
自
宅
に
畑
の
あ
る
方
は
、
コ

　
ン
ポ
ス
ト
な
ど
を
利
用
し
て
生

　
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
。

○
生
ご
み
を
も
え
る
ご
み
で
出
す

　
場
合
は
十
分
に
水
切
り
を
し
て

　
か
ら
出
す
。

○
マ
イ
バ
ッ
ク
で
買
い
物
を
し
て

　
レ
ジ
袋
を
使
わ
な
い
よ
う
に
す

　
る
。

○
箱
類
や
包
み
紙
な
ど
で
再
生
で

　
き
る
古
紙（
名
刺
よ
り
大
）は
、

　
古
紙
回
収
日
に
出
す
。

○ 

マ
ー
ク
の
付
い
た
ご
み

は
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
製
容
器
包
装
」回
収
日
に
出
す
。

○
市
で
配
布
し
た
「
家
庭
ご
み
・

　
資
源
物
の
分
け
方
出
し
方
ポ
ス

　
タ
ー
」
を
読
ん
で
分
別
を
徹
底

6000t

5000t

4000t
５
５
０
９
t

５
２
２
４
t

５
３
０
３
t

５
４
９
５
t

５
４
１
２
t

５
３
６
３
t

５
１
６
７
t

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

５
０
２
８
t

４
９
１
２
t

3000t

４
８
９
２
t

粗大ごみ等の臨時受け入れについて
エコパーク寒川 ☎ 69-1085

□受 入 日　8月 11日（土）、10月 13日（土）
□時　　間　午前 9時～ 11時
□注意事項　ごみの搬入にあたっては、地域の道路
　などにごみが飛散・落下しないよう、シートをか
　ぶせるなどして持ち込んでください。
　　集落内は、安全のため最徐行をお願いします。
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施設名（地区名）  測定日 天候 測定
区分 測定値

飯 山 市 役 所（飯山） 6/27 晴れ １ｍ 0.07
あ き は保育園（飯山） 6/21 晴れ 地表 0.07
中 央 幼 稚 園（飯山） 6/21 曇り 地表 0.10
め ぐ み保育園（飯山） 6/21 曇り 地表 0.09
しろやま保育園（飯山） 6/21 曇り 地表 0.09
秋 津 保 育 園（秋津） 6/21 晴れ 地表 0.08
木 島 保 育 園（木島） 6/21 曇り 地表 0.09
瑞 穂 保 育 園（瑞穂） 6/21 曇り 地表 0.07
いずみだい保育園（柳原） 6/21 雨 地表 0.11
常 盤 保 育 園（常盤） 6/21 曇り 地表 0.06
と が り 保 育 園（太田） 6/21 雨 地表 0.07
しらかば保育園（岡山） 6/21 曇り 地表 0.12
飯 山 小 学 校（飯山） 6/21 曇り 地表 0.08
秋 津 小 学 校（秋津） 6/21 晴れ 地表 0.08
木 島 小 学 校（木島） 6/21 曇り 地表 0.12
東 小 学 校（瑞穂） 6/21 曇り 地表 0.09
泉 台 小 学 校（柳原） 6/21 雨 地表 0.07
常 盤 小 学 校（常盤） 6/21 曇り 地表 0.08
戸 狩 小 学 校（太田） 6/21 曇り 地表 0.09
岡 山 小 学 校（岡山） 6/21 曇り 地表 0.11

　〃 6/27 晴れ １ｍ 0.10
城 南 中 学 校（飯山） 6/21 晴れ 地表 0.08
城 北 中 学 校（常盤） 6/21 曇り 地表 0.10

　6月中の市内空間放射線量測定値を公表します。
測定の結果、健康に影響を与えるおそれのある数値
（0.19 μ Sv/h）は測定されておりません。

（月内に複数回測定する箇所は最新測定値です）

市内空間放射線量測定値
市民環境課 生活環境係 ☎ 62-3111 内線 191･192

　

水
稲
の
い
も
ち
病
、
害
虫
等
駆

除
の
た
め
、
朝
５
時
か
ら
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬
の
空
中

散
布
を
行
い
ま
す
。

【
各
地
区
の
日
程
】

・
７
月
31
日
㈫　
木
島
・
秋
津

・
８
月
１
日
㈬　
瑞
穂

・
８
月
６
日
㈪　
常
盤

・
８
月
７
日
㈫　
柳
原
・
外
様

・
８
月
８
日
㈬　
太
田

・
８
月
10
日
㈮
・
22
日
㈬　
岡
山

・
８
月
17
日
㈮　
柳
原

【
散
布
中
止
条
件
】

①
散
布
対
象
水
田
周
囲
に
他
の
作

　
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
、
ま
た

　
は
建
物
（
小
学
校・保
育
園
等
）

　
が
あ
る
場
合

農
薬
の
飛
散
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

農
薬
の
空
中
散
布
の
お
知
ら
せ

②
風
速
３ｍ
以
上
に
な
っ
た
場
合

【
散
布
中
の
注
意
事
項
】

▽
散
布
農
薬
が
家
の
中
等
に
入
ら

　
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
飲
み
水
や
水
源
な
ど
は
覆
い
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
干
し
物
は
片
付
け
、
自
動
車
は

　
車
庫
等
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

▽
通
学
・
通
園
の
際
は
学
校
・
保

　
育
園
の
指
示
に
従
い
、
散
布
中

　
は
外
に
出
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
畜
舎
、
養
魚
等
危
被
害
防
止
対

　
策
を
行
い
、
牧
草
、
野
草
は
１

　
週
間
以
上
お
い
て
家
畜
に
与
え

　
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

北
信
州
み
ゆ
き
農
業
協
同
組
合
☎
62
５
６
０
０

農
林
課 

農
業
振
興
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
３

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を

し
て
ほ
し
い
方
（
依
頼
会
員
）
と
、

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
方

（
提
供
会
員
）
が
そ
れ
ぞ
れ
会
員

と
し
て
登
録
し
、
子
育
て
の
相
互

援
助
活
動
を
有
償
で
行
う
会
員

組
織
で
す
。
現
在
40
名
の
会
員
が

お
り
、
児
童
の
送
迎
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な

り
ま
せ
ん
か
。

【
主
な
相
互
援
助
活
動
】

　
保
育
園
等
な
ど
へ
の
送
迎
や
時

間
外
の
児
童
の
預
か
り
。
通
院
や

社
会
的
活
動
等
へ
参
加
時
の
児
童

の
預
か
り　
な
ど

【
会
員
の
種
類
】

・
依
頼
会
員

　
生
後
３
か
月
か
ら
12
歳
ま
で
の

お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
。

・
提
供
会
員

　

自
宅
で
の
育
児
が
可
能
な
方

で
、事
前
講
習
会
を
修
了
し
た
方
。

ま
た
は
保
育
士
資
格
の
あ
る
方
。

・
両
方
会
員

　
依
頼
・
提
供
の
両
方
可
能
な
方

【
入 
会 
金
】　
１
０
０
０
円

【
利
用
料
金
】　

・
基
本
時
間
内　
６
０
０
円
／
１
時
間

・
基
本
時
間
外　
７
０
０
円
／
１
時
間

・
送　
迎　
別
途
加
算
料
金
が
必
要

※
基
本
時
間

　
月
曜
か
ら
土
曜
日
の
午
前
７
時

か
ら
午
後
７
時
ま
で

会
員
同
士
で
子
育
て
の
助
け
合
い

子
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
６
３・３
６
４

飯
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー　
☎
62
５
０
９
１

ファミリー・サポ
ート・センター

依頼会員
（両方会員）

提供会員
（両方会員）

① 援助の申込 ② 援助の依頼

③ 事前打ち合わせ

⑥ 活動の報告

④ 援 助 活 動
⑤ 報酬の支払い

ファミリー・サポート・センターのしくみ

ご
存
知
で
す
か
？ 

児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の

離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
や
、
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児

童
と
同
居
し
、
養
育
し
て
い
る
方

に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

新
た
に
該
当
と
な
っ
た
方
は
、

申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
児
童
が
18
歳
に
到
達
し
た
年
度

末
ま
で
、原
則
児
童
扶
養
手
当
は
、

支
給
さ
れ
ま
す
。

【
手
当
て
の
支
給
額
】（
月
額
）

　
４
万
１
４
３
０
円
〜
９
７
８
０
円

※
所
得
に
応
じ
て
異
な
り
、
所
得

が
一
定
の
支
給
制
限
を
超
え
た
場

合
は
、
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

【
支
給
手
続
き
・
対
象
月
】

　

児
童
扶
養
手
当
は
申
請
を
受

理
し
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

新
た
に
該
当
に
な
っ
た
方
は
、

早
め
に
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
６
３

飯
山
市
青
少
年
健
全
育
成
団
体
等

特
別
支
援
事
業
補
助
金
申
請
を
募
集
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
５
１・３
５
２

　

市
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成
団
体
等
で
全
国
大

会
等
を
目
指
す
団
体
な
ど
に
対
し
、
飯
山
市
青
少

年
健
全
育
成
団
体
等
特
別
支
援
事
業
補
助
金
を
創

設
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

【
応
募
期
間
】

　
７
月
17
日
㈫
〜
８
月
10
日
㈮

【
助
成
金
の
交
付
対
象
】

(1)
団
体
お
よ
び
個
人

　

次
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
す
団
体
お
よ
び
個
人
（
以
下

「
団
体
等
」
と
い
う
）
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
ク
ラ
ブ
活
動
等
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

①
青
少
年（
高
校
生
以
下
に
限
る
）

　
の
健
全
育
成
に
係
る
自
主
的
か

　
つ
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

　
等
で
、
市
内
を
活
動
基
盤
と
す

　
る
ス
ポ
ー
ツ
ま
た
は
文
化
活
動

　
を
行
う
団
体
等

②
全
国
大
会
ま
た
は
県
大
会
上

　
位
（
以
下
「
全
国
大
会
等
」
と

　
い
う
）
の
競
技
水
準
ま
た
は
活

　
動
水
準
を
目
指
す
団
体
等

(2)
交
付
の
条
件

　

次
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
育
成
事
業
の
計
画
お
よ
び
予
算

　
が
策
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

②
補
助
金
収
入
が
当
該
団
体
等
の

　
主
た
る
収
入
で
な
い
こ
と

③
補
助
対
象
と
な
る
活
動
に
つ
い

　
て
、
本
市
の
他
の
補
助
金
を
受

　
け
て
い
な
い
こ
と
ま
た
は
受
け

　
る
予
定
が
な
い
こ
と

④
事
業
計
画
の
内
容
に
妥
当
性
が

　
あ
り
、
団
体
等
の
継
続
的
な
活

　
動
へ
の
期
待
が
さ
れ
る
も
の
ま

　
た
は
団
体
等
の
活
動
実
績
お
よ

　
び
事
業
内
容
の
充
実
に
よ
り
、

　
そ
の
後
の
活
動
の
展
開
に
有
効

　
で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も

　
の
で
あ
る
こ
と

※
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

次
に
掲
げ
る
事
業
は
、
交
付
対
象

事
業
と
し
ま
せ
ん
。

・
宗
教
関
連
事
業
お
よ
び
公
序
良

　
俗
に
反
す
る
事
業

・
専
ら
特
定
の
企
業
、
団
体
お
よ

　
び
個
人
の
利
益
を
追
求
す
る
た

　
め
の
事
業

【
対
象
と
な
る
経
費
】

　

指
導
者
へ
の
報
酬
や
交
通
費
、

備
品
費
な
ど
の
ほ
か
、
特
別
支
援

金
審
査
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る

も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
補 

助 

額
】

　
交
付
対
象
経
費
の
10
分
の
８

以
内
で
、
以
下
の
金
額
を
限
度
額

と
し
ま
す
。
な
お
補
助
金
の
交
付

は
、
１
団
体
ま
た
は
１
個
人
に
つ

き
５
回
を
限
度
と
し
ま
す
。

　
団
体　
10
万
円
（
年
間
）

　
個
人　
４
万
円
（
年
間
）

【
応
募
方
法
】

　
応
募
さ
れ
る
団
体
は
、
①
交
付

申
請
書　

②
事
業
計
画
書　
　

③
団
体
等
の
規
約　

④
役
員
お

よ
び
会
員
名
簿　

⑤
予
算
・
決

算
書　

⑥
中
期
計
画
・
実
績
書

（
５
か
年
）
を
添
付
し
て
ス
ポ
ー

ツ
生
涯
学
習
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
申
請
書
は
、
市
教
育
委

員
会
、各
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
入
手
で
き

ま
す
）

熊
出没注意

　クマが活発に活動する時期となりま
した。
　山林や畑に出かける際には、ラジ
オや鈴などを携帯することで、自分の
存在をクマに知らせる自己防衛をしま
しょう。また、生ごみ等誘引物の管理
を徹底しましょう。

【クマの目撃等の情報連絡先】
農林課 耕地林務係 

☎62-3111 内線265・266

熊ク マ

　

な
お
、
す
で
に
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
１
年

に
１
度
（
８
月
）、
更
新
の
た
め

現
況
届
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
該

当
す
る
方
に
は
後
日
通
知
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
子
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
大
会
等
上
位
を
目
指
す
団
体
等
を
支
援

募
集
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グルっとまるごと栄村
　100㎞サイクリング開催します

　８月５日（日）に
『グルっとまるごと
栄 村 100Km サ イ
クリング』を開催
します。
　昨年は震災によ
り中止となり、2年
ぶりの開催です。今

回は道路工事のため一部コースを変更し、新潟県津南町を経
由して秋山郷へ向かいます。累計標高 2500 ｍのコースは素
晴らしい景色と栄村の自然を満喫できること間違いなし！
　7月 22 日まで参加申し込みを受け付けていますので、多

くの皆さんのご参加をお待ちしていま
す。
◇申込URL　http://venus.sportsentry.
　　　　　　　ne.jp/event.php?tid=30976
◇問い合わせ　栄村役場商工観光課
　　　　　　商工観光係☎ 87-3333

上ノ平高原
　グリーンシーズン営業開始！

　冬場スキーヤー、スノーボーダーで賑わう上ノ平ゲレンデ
のエリアがヤナギランガーデンへと変わりガーデン周辺では、
ウォーキング、マレットゴルフ、キャンプ、マウンテンバイ
クコース、展望台からの眺望、お食事、バーベキューがお楽
しみ頂けます。また、7月 14日（土）～ 8月 26日（日）ま
での期間は長坂ゴンドラリフトも運行しウィンターシーズン
とは一味違った空中散歩がお楽しみ頂けます。山麓との気温

差 -10℃！標高 1400m に広がる
ヤナギランガーデンにぜひお越し
ください！
◇問い合わせ　野沢温泉スキー場
　☎ 85-3166
　http://www.nozawaski.com/

保
険
料
納
付
が
困
難
な
学
生
は

学
生
納
付
特
例
の
手
続
を

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

は
、
20
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
国

民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保

険
料
の
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
学
生
に
対
し
て
は
、
申

請
に
よ
っ
て
在
学
中
の
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

学
生
と
は
？

　

学
生
納
付
特
例
で
い
う
学
生
と

は
、
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大

学
、高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
、
一

部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
学
生
で
、
夜
間
・
定
時
制

課
程
や
通
信
課
程
の
学
生
も
含

ま
れ
ま
す
。
な
お
、
私
立
の
各
種

学
校
に
つ
い
て
は
、
修
業
年
限
が

一
年
以
上
の
課
程
の
場
合
は
都
道

府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
た
学

校
に
限
り
、
ま
た
海
外
大
学
の
日

本
分
校
に
つ
い
て
は
文
部
科
学
大

臣
が
個
別
に
指
定
し
た
課
程
に
限

り
ま
す
。

年
金
と
の
関
係
は
？

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
原
則
と
し
て
保
険
料
の
納

付
済
期
間
（
保
険
料
免
除
期
間

を
含
む
）が
25
年
以
上
必
要
で
す
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
、
こ
の
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
の
計
算
対
象
と
な
る
期
間
に
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の

承
認
を
受
け
て
い
れ
ば
、
そ
の
期

間
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
同

様
に
障
害
基
礎
年
金
の
支
給
要

件
と
な
る
対
象
期
間
に
含
ま
れ
ま

す
。

申
請
書
の
提
出
先
は
？

　

市
役
所
市
民
環
境
課
国
保
年

金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
添
付
書
類
は
？

・
年
金
手
帳

・
学
生
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
（
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
な
ど
の
写
し
）。

　

申
請
が
遅
れ
る
と
、
申
請
日
前

に
生
じ
た
不
慮
の
事
故
や
病
気
に

よ
る
障
害
に
つ
い
て
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

長
野
北
年
金
事
務
所
の

出
張
年
金
相
談

・
相
談
日　
７
月
26
日
㈭

・　
　
　
　
８
月
23
日
㈭

・
時　
間　
午
前
10
時
〜
12
時

・　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

・
場　
所　
飯
山
商
工
会
議
所

かわら版かわら版かわら版みゆき野
広域情報

こ
く
み
ん

年　
　
金
シリーズ
362

月
刊

市内のできごと

通 信
いいやま

　6月14日、福島棚田保存会「棚田の里 三部」（丸山福治
会長）が足立市長を表敬訪問し、6月 7日に行われた県知
事表彰の受賞を報告しました。
　福島新田の棚田は、江戸時
代に造られた石積みの棚田で、
不耕作地となっていた土地を、
同保存会が中心となって復活
させました。平成 11 年には
農林水産省認定の「日本の棚
田 100 選」にも選ばれ、地域活性化とともに、田植え体験
会などの交流事業も活発に行われてきました。
　今回の受賞は、その功績をたたえ表彰されたもので、報

告を受けた足立市長は、
訪問した丸山福治会長、
小林恵一福島区長とと
もに、棚田の整備方針
や活用方法などを熱心
に話し合い、新幹線開
業へ向けた飯山市の資
源としての活用も模索
したいと述べました。

福島棚田保存会「棚田の里 三部」表敬訪問
 足立市長に県知事表彰受賞を報告

6 月 14日　飯山市役所

　6月 22 日、「全国消防救助技術大会（東京都江東区豊洲）」
への出場を決めた、岳北消防本部副士長の杉村嘉主清さん
（25）が、大会出場を前に足立市長を表敬訪問しました。

　杉村さんは、
6日 16 日に開
催された「長
野県消防救助
技術大会」の、
ロープブリッ
ジ渡過で優勝
し、全国大会
への出場を決

めたもので、岳北消防本部では始めての快挙となります。
　岳北広域行政組合理事長でもある足立市長から激励を受
けた杉村さんは、「長野県代表として、
全国の舞台で岳北地域をアピールした
い」と豊富と決意を語りました。

全国で岳北地域をアピールしたい
 全国大会出場の杉村副士長表敬訪問

6 月 22日　飯山市役所

　6月 17 日、北信州ハーフマラソン第 43 回飯山市ロード
レース大会が長峰スポーツ公園多目的グラウンドをスター
ト・フィニッシュ地点として開催されました。
　ハーフマラソンが加わって３回目となる今大会では、10
キロ、6キロ、2.2 キロ、1.4 キロの５コースをそれぞれ年
齢別、男女別の種目とし、約 1000 人の選手が出場しました。
　初夏の晴天にめぐまれた当日は、ロードレースには少し
暑いくらいのコンディションでしたが、参加者は都市マラ
ソンとは一味違う自然豊かな新緑のコースを楽しみながら、
競技に挑んでいました。
　ハーフマラソン、10
キロ、6 キロのコース
は、長峰丘陵を挟んだ
起伏の大きなコース設
定で、ハーフマラソン
では、途中で歩いたり
給水所で休む姿も見ら
れました。しかし難コー
スを克服した選手は、
皆爽やかな表情でゴー
ルテープを切り、大会
会場に用意されたキノ
コ汁の振る舞いに舌鼓
を打っていました。

北信州ハーフマラソン飯山市ロードレース大会
 新緑の飯山を 1000 人が疾走

6 月 17日　長峰スポーツ公園

J リーガーを目指すキッズが集合！
「U－ 12サッカーフェスティバル大林カップ in木島平
　８月５日～８日にかけて、U－ 12サッカーフェスティバルが木島平ジュニ
アサッカー場をメイン会場に開催されます。木島平村の姉妹都市である東京
都調布市をホームタウンとする FC東京をはじめ、Jリーグなどで活躍するク
ラブのU ｰ 12（12歳以下）、約 500人が集まり熱戦を繰り広げます。
　皆さんもぜひ、未来のＪリーガーを観戦にお出かけください。

　◇問い合せ先　木島平村商工観光係　☎ 82-3111

 栄
　  村

野　沢
温泉村

木 島
平 村

17 市報いいやま / 12.7 16

　飯山仏壇の伝統技術である彫金・蒔絵・彫刻・金箔など
の体験を行うことで伝統技術に親しんでもらおうと、飯山
仏壇協同組合が主催する「奥信濃特産まつり」が７月 1日、
愛宕町仏壇通りで開催されました。
　当日は小雨の降
るあいにくの天候
でしたが、恒例の
ジャンボそうめん
流し、ナギナタ、
獅子舞、天狗火の
舞、神輿など多く
のイベントも行わ
れ、仏壇の町にふ
さわしい伝統工芸の体験や行事を、多くの皆さんが楽しみ
ました。

飯山仏壇ふれあいフェスタ2013
 奥信濃特産まつりで伝統の技を体験

7月1日　飯山市愛宕町

ロープブリッジ渡過
　水平に張られた長さ20mのロープを、
往路は上側、復路は下側で、往復 40ｍ
を渡過する競技。（標準所要時間 28秒）
　杉村さんの県大会優勝記録は18.1秒。


